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前回の例会 

2014年 5月 9日(金)第 1613回 

卓  話 「 私の食えない時代 」 

卓話者  徳田 稔 会員 

今週の歌 「奉仕の理想」「さくら貝の歌」 

     「バースデイソング」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

〇会員・奥様誕生祝い(5月度) 

 村上強志会員( 1日) 坂田多英様( 2日) 

〇結婚記念祝い(5月度) 

 新井茂文会員( 2日) 城岡陽志会員( 2日) 

 畑中一辰会員( 2日) 綿谷伸一会員( 9日) 

 濵口正義会員(15日) 
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四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0024堺市堺区向陵中町2丁5-10 杉本ビル5-B・Tel:(072)255-1200番 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 PANTARON   Tel:(072)228-3988番  （魚太郎直通電話） 

 URL   :  http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第2640地区) 久保治雄（クボ ハルオ） 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.org/kubo/ 

         E-mail ： kubo-2013@rid2640.org 

会長：城岡陽志  幹事：中川 澄  広報委員長：池田茂雄 編集者 :綿谷伸一 

2014年 5月 16日第 1613号 

本日の例会 

 

時間 

 

2014年 5月 16日(金)第 1614回 

卓  話 「 私の食えない時代 」 

卓話者  藤永 誉 会員 

今週の歌  「四つのテスト」 

「みかんの花咲く丘」 

      「堺北ロータリーの歌」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○皆出席表彰（５月度） 

  該当者なし 

 

2014年 5月 23日(金)第 1615回 

第 3回次年度の為のクラブアッセンブリー 

次回の例会 

 

時間 

 

＜5月 9日(金)の出席報告＞ 

会 員 数(会員 31名･準会員１名) 32名 

出席会員             23名 

欠席会員               9名 

ゲスト                0名 

ビジター              2名 

3月 21日(金)の出席率  83.87％ 

 

今週の歌「みかんの花咲く丘」 

みかんの花が 咲いている 

思い出の道 丘の道 

はるかに見える 青い海 

お船がとおく 霞んでる 

 

http://www.sakai-kita.jp/
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会 長 の 時 間 

卓     話 
 

 

       

         「私の食えない時代」 

徳田 稔 会員 

 

 先ず、私の生れは大阪市旭区大宮町です。太平洋戦争に依る疎開によって鹿児島県の祖

父の所に移り住み、戦後の農地改革の為、大阪に戻れず、鹿児島で少年時代を送りました。

皆さん戦争体験は無い人がほとんどと思いますが、私は全てではないですが、色々記憶が

有ります。例えば、空襲警報の事です。小学校のサイレンがけたたましく、短く数回鳴る

と、警報発令です。皆はある程度の食糧を持って、急いで山の方へ、又、警報発令解除の

サイレンがゆっくり数回鳴ると何事もなかった様に皆家へ帰るのです。日本の戦闘機とア

メリカの戦闘機（ロッキード）の空中戦も見ました。戦闘の前燃料補助タンクを切り離し    

          ます。それを拾いに行くのです。ジュラルミンのタンクは 2割するとカヌーの様になりま   

          す。加工は大人がやります。私はそれで釣り遊びをします。一番よく覚えている事は、母  

          親と私が田んぼにいた時です。戦闘機が一機近づいて来て、突然私の母の近くに機銃掃射  

          を受けた事等です。そうこうする内に終戦となり、物価の統制が始まり、米等作りながら 

          強制的に供出させられる制度であって、国民全で食糧不足になり、私も毎日、麦飯と団子 

          汁が数年続き、都会の人々は稲穂拾いに行ったり、農家へ行き食糧を「やみ」で仕入れに 

          行ったり、芋のつるまで食べていました。今では考えられないほど食えない時代でした。 

          何とか学校を卒業し、大阪へ就職しました。それから第 2の食えない」時代が始まりまし 

          た。１ヶ月の高卒の初任給が 7000円程度、下宿代を5,000円払いますと、残り2,000円私 

          もその当時より「たばこ」も酒もやっていましたから、又男ですから、水商売の所にも行 

          きたいし、当時流行だった「アルバイトサロン」へも行きたいし、色々下請会社へ無理も 

          頼みアルバイト、何とか生きて来ました。私の食えない時代は人生 73年の内、約35年位 

          は食えなかったと思う。その以後は、計画も上手く行き、現在は、充分食えてます。私の  

          人生の中、何代目か忘れたが池田勇人と云う総理大臣がいました。有名な言葉です。「貧乏 

          人は麦飯を食え」「所得倍増論」等です。貧乏人が金持ちと同じ様に米を食べていれば、い 

          つまでも貧乏人。安い麦飯を食べると、体も強くなり、金も要らない。するといつかは金 

持ちとなると云う事。人間変わる事が必要かと思う。今の人には理解できないでしょうが・・ 

 

 

 

 

会長 城岡 陽志 

 

先日、久保ガバナーからの連絡文書が来ました。ＲＩからの正式通達文書として、豊沢

ガバナーノミニーが，正規のガバナーノミニーとして任命する旨の内容でした。 

ＲＩの小沢さんの指導で、選挙を行い、当選した岡本会員を認めないという意味です。 

なんでこうなったのか、理解に苦しみます。 

とにかく、早く正常化しないと混乱は増すばかりです。なりたい人より、なってほしい人

がなるべきです。こんなことが続くと良識ある会員が、退会するのを恐れます。 

四つのテストは、何のためにあるんでしょうか。真剣にロータリーのことを考え、上部役

員の方たちに、良識ある行動を切に願いたいものです。 
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Ｓ Ａ Ａ 報 告 

幹 事 報 告 

そ の 他 

委 員 会 報 告 
 

 

米山奨学委員会 

委員長 小西幹夫 

ご報告 

① 平成26年4月からの米山奨学生の受け入れはあたりませんでした。 

 

② 前年度米山奨学生のレンさんの近況報告と致しまして、只今留学生ビザより文化活動

のビザへと変更手続きをしており、ビザがおりれば日本で教授になれるように勉強・

研究を続けて行きたいとの事です。彼女の頑張り、夢に向かってひたむきに取り組む      

姿を見ていると、何か支援をしてあげたいという気持ちになります。 

そこで会員の皆様にもお願いしたいのですが、今度５月３０日の例会にレンさんがお

世話になった会員の皆さんにご挨拶と近況報告をしたいと来られます。温かなお声掛

けと応援をしていただけたら幸いです。 

 

 

 

 

松生 満 様 皆様ご無沙汰しております。皆様、お元気ですか。白浜で浪人しておりま

す。一度遊びに来て下さい。 

新井茂文会員 5月2日結婚記念に食事券ありがとう。 

                 うるわしき河津櫻のサクランボが実っています。御賞味いかがですか‼  

國井 豊会員 久し振りに出席させていただきました。忙し事も続き、又、よい事も続き、

感謝しております。 

城岡陽志会員 猿田会員、しばらくです。彼とは、生年月日が 24年4月19日迄一緒です。

うれしいやら…悲しいやら… 

嶽盛和三会員 猿田様久し振りにお会い致しました。 

沖中様、ご来会有難うございます。 

徳田 稔会員 下手な卓話します。なるべく短く終ります。急に北側さんの変りに卓話が

廻って来ました。 

塩見 守会員 猿田様、沖中様、ようこそ堺北ロータリークラブへ。  

藤永 誉会員 みなさま、いつもありがとうございます。        

合 計 ２６，０００円 

 

 

 

（1）本日の配布物 週報 

（2）幹事報告 

本日、例会終了後理事会を開催致しますので、理事役員の方はお集まりください。 

 

 

 

第１１回 定例理事会 

2013-2014年度理事会構成メンバー 

城岡、山ノ内、綿谷、中川、藤永、國井、那須、中田、山中、坂田、宇瀬、徳田、 

辰、塩見（計１４名中１２名出席で理事会成立） 

日 時  ２０１４年５月９日（金）例会後 

場 所  「ＰＡＮＴＡＲＯＮ」 会議室 
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議 案   

１．４月度１１ＲＣ連絡協議会報告－承認 

２．次年度地区予算案について－会長及び会長エレクトに一任 

３．その他 

(1) 消費税増税に伴う食事代増額について－承認 

 

４月度堺１１RC連絡会報告書 

日 時： 平成26年4月17日（木） 16：30～17：30 

場 所： ホテル第一堺  2F リセス 

議 案：  

１.「 アートグランプリ in ＳＡＫＡＩ 」（全国中学校美術部作品展）引継の件  

次年度ホストは堺RCとなっている。各クラブには毎年共同主催を依頼しており次年度も

協力要請あり。また毎年１月に表彰式を行う、ホストクラブにはその際会長もしくは会

員に出席して頂いている。 

２. 仁徳天皇陵案内パンフ増刷印刷依頼の件（宮内庁より 堺RC） 

後日堺RCより賛成有無確認入るとの事。 

３. 堺市民公開講座御礼 （堺RC） 

３月２９日（土）開催、212名参加。協力いただいた件御礼、報告。 

４. 3月18日 互輪会会計報告 （堺フェニックスRC） 

別紙参照、異議なく承認。近日中に堺フラワーRCへ引継ぎ予定。 

５. 地区分担金支払い現状について（堺おおいずみRC） 

堺11RC内でも支払い状況報告 

＜次回連絡会＞ 

開催日時：平成26年5月24日（土曜日） 13：00～ 

場  所：コンフォートホテル堺 2F  

ホ ス ト：堺フラワーロータリークラブ  

 

           

春の叙勲 —  台湾の学友が旭日中綬章 —  

平成 26 年春の外国人叙勲で、台湾で“エビ養殖の父”として知られる米山学友、廖一

久さん（1965-68／田原ＲＣ）が、旭日中綬章を受章されました。廖さんは日本留学中、東

京大学で水産学を研究し、帰国後は台湾の水産試験所の研究員として、世界に先駆けてブ

ラックタイガーエビの養殖を成功させるなど、台湾のみならず世界の養殖業に多大な影響

を与えました。2012 年には世界水産養殖同盟（Global Aquaculture Alliance）による GOAL

（Global Outlook for Aquaculture Leadership）2012 大会で終身功績賞を受賞、また、

2009年には台湾で最も権威のある科学賞、第 5 回総統科学賞を受賞しています。  

  

＜廖一久さんからの喜びのコメント＞  

4 月 29 日、岸田文雄外務大臣より「旭日中綬章」を授与いたす旨の祝電を頂きました。

身にあまる、望外な名誉で恐縮しております。私が長年研究して参りました魚介類、とり

わけエビ類の養殖技術開発研究とその学術交流が、日台間の関係に貢献したことが評価さ

れて今回の受章となりました。これは皆様から頂いたご支援とご鞭撻、特に、私の留学生
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時代に頂きました米山奨学金に負うところが大変大きいと思います。心より厚く感謝致し

ます。今回の叙勲の名誉を汚すことのないように、心を引き締めて精進する所存です。  

 

埼玉・川越駅前に米山学友の彫刻作品が設置されました 

韓国出身の米山学友、キムキョンミンさん（2007-08／東       

京多摩グリーンＲＣ）の彫刻作品が、今年 2 月から埼玉県・   

川越駅西口広場に設置されています。「時間のハーモニー」 

と題されたこの作品は、2012年第 5 回小江戸川越トリエン  

ナーレ・彫刻部で大賞を受賞したもの。川越駅西口広場の再 

開発とともに設置され、長く親しまれてきた噴水に代わる新 

しいモニュメントとして、市民の待ち合わせや憩いの場とな 

っています。キムさんは現役奨学生の時に、第 92回二科展 

彫刻部で二科賞に輝いたことがあり、今後ますますの活躍が 

期待されます。川越を訪れる際には、ぜひキムさんの作品をご覧ください。  

 

                  中学校で「国際交流」の講演 —  エソダ・バスネットさん —  

第 2590 地区（神奈川県横浜市・川崎市）米山学友会会長を務めるエソダ・バスネット

さん（ネパール／2011-12／横浜戸塚ＲＣ）が 4 月 28 日、綾瀬市立陵北中学校（神奈川

県）で「国際交流」をテーマとする講演を行いました。ネパールの民族衣装に身を包んだ

エソダさんは、全校生徒約 700人に向けて、母国ネパ－ルの紹介をはじめ、自身の日本留

学体験や国際理解の重要性につ いて語りました。 

 

  

  

 

 

  

 

            

             今年も大活躍！台湾学友会が美化活動に協力 

4 月 19～20 日、台北市内で開催された台湾美化協会（台湾を美しくする会）の第 12 回

年次大会に、台湾米山学友会メンバーやその家族、台湾学友会が支援する日本人奨学生ら 

15 人が参加しました。同協会は、米山学友の徐重仁さんが、日本のＮＰＯ法人「日本を美

しくする会」の活動に感銘を受けて 2003 年に創立したもので、年次大会には毎年、日本

人も多数参加します。台湾学友会の参加は 2007 年からで、今年で 8 回目。米山学友は、

清掃活動や日台参加者の交流を深める懇親会の通訳ボランティアなどを務め、橋渡し役と

して貢献しました。  

台湾米山学友会の林維宏理事長は、「今年

の学友会テーマ“恩恵の倍返し”に基づき、

日台交流の盛大な行事の一つ、台湾美化協会

年次大会の成功を今年もサポートすること

ができ、大変うれしい」と語りました。また、

長年“縁の下の力持ち”として学友会を支え

る元理事長の阮允恭さんも、「『きれいな群、

700 人もの生徒さん達の前で話すのは初めての経験でしたが、皆さ

ん、大変興味深く話を聞いてくれて、質問やコメントもしてくれた

おかげで、充実した時間を過ごすことができました。今後も米山学

友の誇りをもって、日本で学んだ知識や経験、語学力とロータリー

関係のネットワークを活かしながら、ネパールと日本の懸け橋であ

り続けたいと思います。 
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清潔の心』。これを実践することによって、社会に対する利他の精神が磨かれます。参加

の機会を頂いて、本当に感謝です」と、充実感に満ちた感想を寄せてくれました 


